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研究要旨 

厚生労働省規定による 16 回のうつ病患者の認知行動療法の効果の検討として、治療前後で

の MRI を用いた拡散テンソル画像の撮像と採血を施行し、比較検討を行った。まず、予備

的検討で行なったうつ病患者に対する拡散テンソル画像では、健常者に対して異方性比率

（FA 値）が低下するところが認められ、患者群で白質の神経線維走行に乱れがあることが

示唆されたが、認知行動療法により FA 値の上昇、すなわち神経線維走行が改善する可能性

が示された。更に 13 名のうつ病患者に認知行動療法を施行し、比較検討を行った。データ

解析が可能であった 11 名の患者の帯状束、小脳虫部、外包、脳梁、あるいは分界条・脳弓

において、FA 値の上昇が認められた。一方、治療後に FA 値が減少した部位は認められな

かった。同時に、白質の線維走行を制御すると想定される小胞体ストレスマーカー蛋白の

血中での変化も認知行動療法前後で認められた。従って、認知行動療法の効果が生物学的

なマーカーで裏付けられる可能性が示唆された。 
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A. 研究目的 

認知行動療法はうつ病をはじめとして有意

な効果があるとして、わが国でも保険点数

化され、実際の臨床に広く施行されるよう

になってきた。しかし、その効果の裏付け

となる生物学的なエビデンスに関しては結

論が得られていない。本研究では、厚生労

働省が定めた 16 回の認知行動療法の前後

で MRI を用いた拡散テンソル画像（DTI）

を撮像し、その変化について解析する。ま

た、治療前後で採血を行い、血清中の蛋白

の変化を検討する。 

 

B. 研究方法 

１．拡散テンソル画像(DTI) 

 ３テスラのMRIを用いてDTIを撮像した。

Whole brain voxel-based morphometric 

analysis を用いて、脳各部位の  fractional 

anisotropy (FA) を計算して比較した。この

FA 値は特に白質の神経走行の異方性の指

標となり、神経線維の方向性が乱れるほど

低値になる。 

 まず、大阪大学附属病院で２名のうつ病

患者に 16 回の認知行動療法を施行し、前後

で DTI を撮像すると同時にハミルトンうつ

病尺度を思考した。 

 さらに、杏林大学医学部附属病院精神科

で、厚生労働省が規定する 16 回の認知行動

療法を施行したうつ病患者 13 名の治療前

後での DTI を撮像した。同時に Quick 
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